◉三組ショット

「参加してよかったヒーローズ! 」


◉スーパー

2019プレゼンテーター
弘和会(石川県)
宮中経助さん/
理事長 畝和弘さん


Q1参加のきっかけは？
理事長:
経営協のメールマガジンでヒーローズのイベントについて知りました。我々のやっていることをPRできる最大のチャンスと思い、宮中君に参加を呼びかけました。

宮中さん:
今やっている農福連携のプロジェクトを地域の人たちに知ってもらえるチャンスになると思いまして、「エントリーします」と答えました。 

Q2スピーチの内容はどのように決めていったのですか？

宮中さん:
最初、エントリーシートでは、福祉の現場でやりたいことをとにかくたくさん書いたんです。それをヒーローズのプロデューサーの方に教わりながら、一つの筋(ストーリー)に仕上げていく方法に取り組みました。また自分の思いをただの文章ではなく、より魅力的に伝えるためキャッチフレーズにするなど見せ方の方法も教えていただきました。そこで教わった方法は、いま、自分たちの事業のことを地域の人たちや学生たちに伝える時に使わせていただいています。


Q3 登壇後の変化はいかがですか？

理事長:
まず宮中くん本人が変わりました。これから福祉をやってみたいと思っている若い人たちに、福祉の魅力を発信するPRのリーダーとして頑張ってもらっています。

宮中さん:
多くのメディアで取り上げていただき、法人のみんなはもちろん、地域の人たちに自分たちの活動を知っていただくことができ、地域連携の仕事が本当にしやすくなりました。

Q実際の職員採用にもつながったのですか？

理事長:
はい、たくさんの人たちから「ヒーローズを見た」、と問い合わせが来ました。
東京の早稲田大学の学生からも来ましたね。宮中君への講演の依頼も数多くあり、そこでヒーローズのことを話すと、興味を持ってくれて、高校や大学生が見学に来てくれるんです。実際、来春に2人、当法人への就職が決まっています。

Qいまヒーローズに参加するか迷っている法人や若手職員にメッセージをお願いします。

理事長:
ヒーローズは、将来の自分達の法人を変えていくチャレンジだと思います。つまり、このヒーローズをきっかけに職員の意識改革をすすめることができるチャンスがくると言うことです。まずは、もちろん出場した宮中君自身が変わりました。
そうすると必ず刺激される若者が社内で出てきます。そうしてみんなが変わっていく、そんな職員たちの意識改革に大きく貢献できた事業でした。どうかみなさんの法人でもチャレンジしてみてください。


宮中さん:
社会福祉ヒーローズは、私にとって、人生のターニングポイントです。今までの、努力が成果に結びつかない、仲間が増えない、そんな状況を切り開く良い機会でした。ヒーローズに登壇したことで、新しい仲間もできました。そんな仲間たちと一緒にする仕事がさらに楽しくなったんです。ヒーローズへの応募を迷っている人がいたら、迷っているなら、やった方がいいと思います。もし期待通りの結果が出なくても、何かしらを切り開く力にはなると思います。必ずいい方向に行くきっかけになりますから、絶対に損はないと思いますね。」


◉スーパー

2020プレゼンテーター
光陽福祉会(石川県)
上馬場鉄也さん/
事務局長 久徳聡美さん

Ｑ参加のきっかけは？

事務局長:
もともと職員の研修で過去のヒーローズの動画を見せたりしていました。次の機会があれば、うちも参加したいと思っていて、上馬場君に声をかけました。

上馬場さん:
事務局長から声をかけてもらった時、研修で過去のヒーローズの動画を見ていたので、素直に「あ、出てみたい!」って。実は、その頃ちょうど仕事的にも自分的にも限界を感じていた時で、参加できたら自分の殻を破れるんじゃないかっていう期待もあって。

Ｑ本番までの準備はどのような感じだったんですか？

上馬場さん:
ヒーローズのプロデューサーの方にコンサルをしてもらいながら、話す内容、自分の背景、取組みの意味などを引き出してもらったり、一緒に整理してもらったりしました。コンサル中は、楽しかったです。今まで話したことない新しい感覚で、職場以外の外部の人と話せる貴重な機会でした。本当に自分が伝えたいことを整理してもらいました。

Q参加したことで、法人は変わりましたか。

事務局長: 
上馬場君がプレゼンしたことは、みんなで取り組んできたこと。それを多くのメディアが取り上げてくれたことで、職員みんなの自信に繋がりました。その結果、職員から新しい提案がどんどん出てくるようになったり、法人内の意識が変わりましたね。

Ｑメディアで取り上げられたことで変化は？

事務局長:
いろんな新聞やテレビで紹介されたことで、福祉を学ぶ学生はもちろんのこと、違う業界の人たちからも問い合わせが来るようになりました。24時間テレビにも出させていただき、人材派遣会社や金融関係、営業マンの方なども見学に来ました。その中から1名、中途での正規職員として、採用が決まりました。他にもヒーローズを見てきましたと言う若者、3名の採用が決まっています。ヒーローズがあったのが2021年の5月だったので、それから半年間での成果です。ありがたいことです。


Qいまヒーローズに参加するか迷っている法人や若手職員に一言

事務局長:
スタッフと法人の成長につながるだけでなく、職員の発信力の強化にもつながり、かつ若手職員の採用にもつながりました。
まだ参加したことのない社会福祉法人の経営陣のみなさん、いろんな成果が得られるイベントだと思います。本当におすすめします。ぜひともご検討を。

上馬場さん:
ヒーローズに出ることで、自分のやるべきことが明確になって自信につながりました。不安なことあっても、自分と向き合うきっかけになり、自分のやりたいことも明確になる。コンサルの方もいらっしゃるので、安心してください。まだ何を話せばいいかもやもやしている人でも、OKですよ。まずはエントリーしてみてください! 

◉スーパー

2019プレゼンテーター
豊悠福祉会(大阪府)
山之口(中嶋)ゆいさん/
総合施設長 井口仁さん

Q1参加のきっかけは？

施設長:
うちは、大阪北部にある法人で、正直、採用で苦戦していました。ヒーローズのことを知った時、このイベントに出れば、若い人たちに法人をアピールできる絶好の機会になるのでは？って考えまして、ファッションショーのプロジェクトでリーダーをしていた中嶋さんに声をかけました。

Q2選ばれてから、実際に登壇するまで、不安はなかったですか？

中嶋さん:
最初は不安で不安で。。ヒーローズに選ばれた以上、特別なことを喋らなきゃというプレッシャーがありましたね。でも、ヒーローズのプロデューサーの方と話すうちに、普段、自分が介護の現場でやっていることを話せばいいんだって思えるようになりました。私たちが日々実践しているケアの仕事って、福祉を知らない人たちから見たら「すごい!」って思ってもらえることに気づかせてもらいました。それから、あ、そっか、特別なこと、話さなくていいんだって気持ち的にラクになりました。

Qヒーローズ登壇後、変化はありましたか？

施設長:
登壇後、中嶋さんの発信する力を実感した私たちは、彼女に学生のリクルーターの方もお願いしました。去年は3人、今年も3人、採用に繋がりました。今までは福祉系の学校からの応募が多かったのですが、ヒーローズを見て、福祉学部以外の学生が集まるようになりました。ありがたいことです。

中嶋さん:
イベント登壇後、新聞や雑誌の取材もあり、見た利用者や住民、家族から声をかけられるようになりました。「特養に入ったらこの人に面倒見てほしい」と言われたこともありました。会ったことない人にそう言ってもらえるのは、とても嬉しいです。


Qいまヒーローズに参加するか迷っている法人や若手職員に一言

施設長:
福祉で活躍している職員を、若い人や地域にアピールする絶好のチャンスです。
うちの場合は、ありがたいことに採用にもつながっています。このチャンスを逃さず、ぜひ、ご参加ください。

中嶋さん:
とにかく大きく成長させていただきました。人生の分岐点になりました。もしヒーローズの経験がなかったら、いまの自分はありません。またヒーローズに参加することで、福祉の仕事に自信を持てるようになりました。今までスピーチなどやったことのない自分でも、コンサルの方やいろんなサポートがあるので、なんとかなりました。福祉の仕事をみんなに伝えたい、その思いさえあれば、大丈夫です!気軽に参加してみてください」

◉最後にみんなで
　参加してよかったヒーローズ! 

 ぜひ! 

· 
